
協定校留学説明会

スチューデントサポートセンター

国際交流支援室



説明会の内容

1.協定校留学について

2.海外渡航に関する注意事項

3.各大学の概要と応募条件

4.学内公募～帰国後までの手続き

国・地域 協定校

米国 カリフォルニア州立大学

英国 オックスフォード・ブルックス大学

カナダ ブリティッシュ・コロンビア大学

カナダ サスカチュワン大学

オーストラリア ジェームズクック大学

カナダ モントリオール大学

ここでは、国際交流支援
室が協定を担当している
協定校についての説明を

行います。



留学の種類

・交換留学（学生交流協定）：人数制限あり/授業料相互不徴収

・Campus in Campus：対象の7大学/SSC公募型

・短期海外研修：各プログラムごとに公募

・教育プログラム参加型海外留学：ジョイントディグリー

・休学留学：協定校以外/インターンシップ/ワーキングホリデー等



留学のための情報収集
◆協定校留学を含む留学全般の情報については、以下をご確認ください。

• スチューデント・サポートセンターウェブサイト＞「筑波大学の海外留学制度と

手続き」

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ssc-top/ies-top/go-abroad-top/go-abroad-system

• ガイドブック「Go Abroad!」

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ssc-top/ies-top/go-abroad-top/guide-go-abroad

◆留学相談

・留学相談デスク（オンライン・スチューデント・コモンズで対面開催も！）

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ies-top/go-abroad-top/student-

commons/permanent-event/go-abroad-consultation

・留学相談強化週間：10月17日～21日で開催予定!詳細はSSCウェブサイトにて！

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ssc-top/ies-top/go-abroad-top/go-abroad-system
https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ssc-top/ies-top/go-abroad-top/guide-go-abroad
https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ies-top/go-abroad-top/student-commons/permanent-event/go-abroad-consultation


「協定校」とは

68ヵ国・地域の大学や研究機関と

CiC 10協定、大学間交流 173協定、部局間交流 197協定、

合計380協定を結んでいます。

Q：筑波大学には、協定校はいくつあるでしょうか？

A：380協定（2022.9.22現在）

◆ 国際交流協定締結機関

筑波大学国際室 Global Partner Universities Network すべての協定校一覧（学内専用）

http://www.kokuren.tsukuba.ac.jp/GP/gplist.html

◆交流の盛んな協定校（学生交流）

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ssc-top/ies-top/go-abroad-top/go-abroad-system/go-abroad-partnership

http://www.kokuren.tsukuba.ac.jp/GP/gplist.html
https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ssc-top/ies-top/go-abroad-top/go-abroad-system/go-abroad-partnership


協定校との交換留学
◆本学と協定のある大学のうち、学生交流協定を結んでいる大学に、所属教育

組織長の許可を得て留学すること。

• 留学期間は在学期間に含めることができる。

• 留学先で修得した単位は、教育会議の議を経て、卒業（修了）の要件とな

る単位として認めることができる。

• 授業料相互不徴収の取り決めがある協定校では、留学先大学での授業料は

不徴収（筑波大学には授業料を納める必要がある）。

• 留学期間は1年以内。



留学までの道のり

希望の協定校へ
応募する 内定 協定校に

留学申請

入学許可証
＆

在留資格証明書

単位互換
について、
指導教員
と相談

パスポート
ビザ
航空券
保険加入
予防接種 等

出国

支援室へ
「留学願」
「留学計画書」
（学籍異動）

manabaから
TRIPで海外渡
航届を届出



応募について
SSC公募型 先生へ直接連絡型個別募集型

方法
行きたい協定校の連絡調整
責任者へ連絡（メール）

特徴

・締め切り等の指定なし
・自分で希望協定校の情報
を収集

・先生と直接交渉が必要
・他校との併願は自己調整

方法

連絡調整責任者が開示する
募集要項に基づき応募

特徴

・選考は連絡調整責任者が
行う
・必要資料が事前にわかる
・他校との併願は自己調整

方法

いくつかの協定校をまとめ
て公募（今回は58校・CiC含む）

特徴

・選考は国際交流支援室の
担当教員が中心に行う
・必要資料が事前にわかる
・同時公募内での併願可

公募情報はスチューデントサポートセンターウェブサイトで！

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/s

sc_call

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/ssc_call


説明会の内容

1.協定校留学について

2.海外渡航に関する注意事項

3.各大学の概要と応募条件

4.学内公募～帰国後までの手続き



海外渡航に関する注意事項
⚫ 外務省の危険情報及び感染症危険情報が「レベル2」以上の場合は渡航禁止

⚫ 「レベル１」の地域は、所属の支援室等へ「留学願」を提出し、「留学許

可書」が交付されたら海外渡航可

⚫ 「レベル2」以上であっても、教育組織長が教育上及び安全上の観点から基

準に照らして、海外渡航を可能と判断した場合、特別措置として海外渡航

が許可される場合があります。

外務省の発出する危険情報レベル 学生

レベル１ 渡航可能

レベル２：不要不急の渡航は止めてください 派遣・渡航は取り止める

レベル３：渡航は止めてください（渡航中止勧告） 派遣・渡航は取り止める

レベル４：退避してください（退避勧告） 派遣・渡航は取り止める



海外渡航に関する注意事項

外務省海外安全ホームページ
https://www.anzen.mofa.go.jp/

（2022年9月26日閲覧）

危険情報やレベルは随時
更新されるので、渡航し
たい国・地域の情報はま
めに確認すること！

https://www.anzen.mofa.go.jp/


◆ 文部科学省通知「日本人学生の海外留学について」（2021年6月15日）

• 大学間交流協定等に基づく1年間の留学プログラム

• 大学が学生の安全確保に万全を期すこと

◆ 学生の渡航に関する特別措置に係る申合せ（2021年6月28日改正）

• 海外渡航を可能とする基準（教育上、安全上）を満たすこと。

• 教育組織の長から国際担当副学長へ申し出があった場合、渡航可否に

ついて個別に判断、決定をする。

特別措置とは

⚫ 教育面：直接現地に行かなくてはなら
ない理由がある（オンライン受講など
代替手段がある場合や、延期可能な場
合は原則対象外）

⚫ 安全面：保険加入の徹底、保護者の承
諾、受け入れ側の体制、医療アクセス
状況、本学でのフォロー体制 等

「特別措置」は積極的に海外留学を推奨するためのものではなく、

やむを得ない理由のある場合にのみ適用される。



協定校の交換留学等で、渡航不可の際に、オンラインで授業を受講できる場合があります。

（国や地域、大学、科目等によって異なる）

➢ 学籍上の扱い

• 正式な身分異動ではないが、「オンライン履修（海外／国内）」としてTWINSに記録さ

れる。

• TWINS上の現況区分は「在学中」。

• 本学への授業料は、通常の在学と同様に徴収。

• 留学先の授業のオンライン履修と並行して、本学の授業も履修可能。ただし、1年間また

は1学期間の単位数の上限を超えてはならない。

オンライン履修



➢ オンライン履修の手続き

• 留学先の担当者と連絡調整責任者・クラス担任・指導教員等に相談したうえで、所属長

に留学先の受入許可証と履修予定を届け出る。

• 履修期間終了後、単位認定申請書（単位認定申請を要しない場合は報告書）を提出する。

➢ 注意点

• 希望する科目がオンラインで履修できるとは限らない。

• 同時型の場合は時差に注意。

• 今後、協定校の授業が対面に戻り、オンライン履修ができなくなる可能性がある。

オンライン履修



海外渡航に関する注意事項

• 国や地域、協定校によって、感染症の状況や入国の条件等が異なるため、
今回募集する協定校すべてで留学が実施できるとは限らない。

• 留学に内定した場合は、渡航国や協定校の定める感染症対策に従うこと。

留学を検討している方は、留学が中止・延期となった場合でも、
学生生活や卒業研究、就職活動等の予定において柔軟に対応す
ることが求められます。したがって、留学に応募する前から、
留学の目標や留学後・卒業後の計画について、指導教員等とよ
く相談するようにしてください。



説明会の内容

1.協定校留学について

2.海外渡航に関する注意事項
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米国 カリフォルニア州立大学

英国 オックスフォード・ブルックス大学

カナダ ブリティッシュ・コロンビア大学

カナダ サスカチュワン大学

オーストラリア ジェームズクック大学

カナダ モントリオール大学



各大学の概要と応募条件
◆ 注意

• ここに記載した応募条件は2022～2023年度のものをもとにしているが、応募条件は毎年変わる可

能性がある。

• 交換留学は、筑波から協定校への派遣と、協定校から筑波への受入れの人数のバランスを調整し

ながら行っているため、募集人数は毎年変わる可能性がある。

• 協定校へのノミネーションは、学内選考後に連絡調整責任者が行なう。

• 各協定校の概要については、SSCホームページに掲載してあるファクトシートや、各校ホームペー

ジを参照のこと。ファクトシートは、協定校から届いているもののうち最新のもの（2022～2023

年版もしくは2023～2024年版）となる。

留学先を検討するときは、大学ランキングにこだわりすぎず、

学びたい内容や地域、大学の特色・規模などを考慮すること。



カリフォルニア州立大学（米国）

応募条件

対象 学群

英語スコア キャンパスによって異なる
（TOEFL-iBT61-80点以上）が、
筑波大学学内選考ではTOEFL-

iBT76点以上とする

GPA キャンパスによって異なる（2.0

～2.75以上）

留学期間（半期もしく
は1年間が可能）

Fall Semester: 9–12月
Spring Semester: 1-5月
※キャンパスによって異なる

ノミネーション期間・
締切

Fall: 1月末
Spring: 7月

アプリケーション締切 Fall: 2月
Spring: 8月

募集人数（1年間留学
の場合）

3名

2022年秋学期派遣 1名（体育専門学群）

大学概要（協定締結提案書より）

• カリフォルニア州立大学システムは、州
内に23キャンパス、計48万名を超える学
生、計52,000名を超える教員とスタッフ
を擁し、全米随一の規模を誇る大学群。

• より多くの学生に質の高い教育を提供す
ることを設立の第一主旨として掲げ、州
内外で高い評価を得ている。

• 23校のキャンパスから選択可能。

※ CSUの取り決めにより、アメリカ国籍保持者（二重
国籍を含む）は応募不可。

California State University (CSU)
ノミネーション後、
キャンパスごとに残高
証明（年間約200～350

万円）が必要です。

カリフォルニア州立大学はノミネーション・ア
プリケーション時期が早いため、今年度より別
日程での公募となるのでご注意ください。
※応募締切：10月21日（金）7:30AM

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/archives/178

32

https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/archives/17832


オックスフォード・ブルックス大学（英国）

応募条件

対象 学群

英語スコア IELTS 6.0以上（R6.0、L5.5、
W6.0、S5.5以上）

GPA 2.8（4.0が最高点）以上

留学期間（半期もしく
は1年間が可能）

Semester 1: 9-12月
Semester 2: 1-5月

ノミネーション期間・
締切

Semester 1: 3-4月
Semester 2: 8-9月

アプリケーション締切 Semester 1: 5月
Semester 2: 10月

募集人数（1年間留学
の場合）

2名

2022年秋学期派遣 1名（教育学類）

大学概要（協定締結提案書より）

• 1865年にOxford School of Artとして設立
され、1992年に現在の校名となり運営さ
れている。

• 特に、芸術、建築学、工学、環境学、人
類学、地理学、日本研究に定評がある。

• 学部学生：約14,200人
• 大学院生：約4,000人
• 教員（研究者）：約7,400人

• 留学生は寮に生活することとなっている。

Oxford Brookes University (OBU)



ブリティッシュ・コロンビア大学（カナダ）

応募条件

対象 学群・大学院

英語スコア TOEFL-iBT90点以上（R22、L22、
W21、S21以上）

GPA GPA3.0（4.0が最高点）以上

留学期間（半期もしく
は1年間が可能）

Term 1: 9-12月
Term 2: 1-4月

ノミネーション期間・
締切

Term 1: 3月
Term 2: 8月

アプリケーション締切 Term 1: 4月
Term 2: 9月

募集人数（1年間留学
の場合）

1名

2022年秋学期派遣 2名（比較文化学類、生物資源学
類）

大学概要（協定締結提案書より）

• 1908年に設立された、カナダでも有数の
研究総合大学。公立大学として、国内だ
けではなく国際的評価も高い。

• 学部学生：約55,000人
• 大学院学生：約10,000人
• 教員（研究者）：約5,400人

• Vancouver CampusとOkanagan Campus

のどちらにも留学可能。
• 留学生数は全体の25%。

The University of British Columbia (UBC)
大学院の場合は、
受け入れ指導教員
の許可をとり、別
途定められた要件
を満たすこと。



サスカチュワン大学（カナダ）

応募条件

対象 学群・大学院

英語スコア TOEFL-iBT86点以上（全項目19以
上）

GPA GPA3.0（4.0が最高点）以上

留学期間（半期もしく
は1年間が可能）

Fall Term: 9–12月
Winter Term: 1-4月

ノミネーション期間・
締切

Fall: 1/1-4/1

Winter: 5/1-10/1

アプリケーション締切 Fall: 5/1

Winter: 10/15

募集人数（1年間留学
の場合）

2名

2022年秋学期派遣 1名（国際総合学類）

大学概要（協定締結提案書より）

• カナダのサスカチュワン州サスカトゥー
ン市にある州立の総合大学であり、カナ
ダでも屈指の先端技術の研究施設を有す
る大学である。

• 理学（物理・化学）や医学、生物学、地
質学などの理科系分野や言語文化等の幅
広い分野において、教育研究のレベルが
高い。

• 学部学生：約18,000人
• 大学院学生：約3,000人
• 教員（研究者）：約1,100人

University of Saskatchewan (USask)



ジェームズクック大学（オーストラリア）

応募条件

対象 学群

英語スコア IELTS 6.0（全項目6.0）以上
もしくはTOEFL-iBT74点（全項目
18）以上

GPA GPA2.8（4.0が最高点）以上

留学期間（半期もしく
は1年間が可能）

Semester 2: 7-11月
Semester 1: 2-6月
※他の大学と少し時期が異なる点
に注意

ノミネーション期間・
締切

Semester 2: 5/30

Semester 1: 11/30

アプリケーション締切 Semester 2: 6/15

Semester 1: 12/15

募集人数（半年留学の
場合）

2名程度
※2023年12月に協定終了のためSemester 2（7～
11月）のみ留学可能。1年間の留学はできません。

2022年秋学期派遣 2名（生物資源学類、国際総合学類）

大学概要（協定締結提案書より）

• クィーンズランド州北部に位置し、その
立地から、熱帯研究や海洋科学、観光、
気候変動、環境学、医学/保健科学、雨林
生態学、環境学、サンゴ礁研究、遠隔教
育および先住民教育、地質学の研究分野
で、高い評価を得ている。

• キャンパスは、国内のタウンズビル、ケ
アンズ、ブリスベンにとどまらず、国外
のシンガポールにもあり、国際色豊かで
ある。

• 学部学生：約12,200人
• 大学院学生：約3,600人
• 教員（研究者）：約2,600人

James Cook University (JCU)



モントリオール大学（カナダ）

応募条件

対象 学群・大学院

フランス語スコア 中級（CEFR B2）以上のフランス
語能力
※B1以上で、フランス語コースか
らの留学可能

GPA 特になし

留学期間（半期もしく
は1年間が可能）

Fall Semester: 9–12月
Winter Semester: 1–4月

ノミネーション期間・
締切

Fall: 3月
Winter: 9月

アプリケーション締切 Fall: 4月
Winter: 9月

募集人数（1年間留学
の場合）

2名

2022年秋学期派遣 1名（国際総合学類）

大学概要（協定締結提案書より）

• カナダのケベック州モントリオール市に
ある州立の総合大学であり、カナダで第2

位の規模を誇る研究・教育大学。
• モントリオールは英語とフランス語が使
用されるバイリンガル都市であり、ユネ
スコ系の機関をはじめとした複数の国際
機関が立地する都市でもある。

• 学部学生：約43,000人
• 大学院学生：約43,000人
• 教員（研究者）：約7,400人

• 交換留学では、主にフランス語で行われ
る科目を対象とする。

Université de Montréal (UdeM)
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について、
指導教員
と相談

パスポート
ビザ
航空券
保険加入
予防接種 等

出国

支援室へ
「留学願」
「留学計画書」
（学籍異動）

manabaから
TRIPで海外渡
航届を届出



学内公募で必要な情報・書類

• 志望大学（第1～第3希望）

• 履修希望科目と単位互換の予定

• 学習・研究計画書（様式）

• 語学能力証明書（IELTS、TOEFL-iBTなど）

• 成績証明書

• 他の協定校への併願の有無

• 大学院生推薦状

⇒manabaで提出。書類選考後、面接があります

スピーキングやライティング試験が含まれる
ため、なるべく早めに受験し、現時点でのス

コアを把握しておくことをおすすめします。

指導教員やクラス担任など、自分のことをよ
く知っている方の確認（押印）が必要です。
余裕をもって依頼を！

ノミネーションの締切が各協定校によって異な
るため、注意が必要です。



学内選考のポイント（例）

• 留学の目的が明確であるかどうか、協定校留学に適しているかどうか。

• 必要な語学スコアを達しているかどうか。

• 筑波大学での学修に問題がないかどうか。

• 単位互換の履修計画がしっかり立てられているかどうか。

• 留学先で自律した生活を送れるかどうか。

• 日頃から連絡がちゃんととれるかどうか（主にメール）。

• 筑波大学を代表し、協定校との交流を促進できる人物であるかどうか。

協定校留学は、
「外国語を」学ぶ
ためだけではなく、
外国語を用いて
「何を」学びたい

かが重要



留学先の科目履修について

• 交換留学生に必要な単位数は、各国・各協定校によって異なるが、

必ずビザの資格を満たすようにする。

• 実技や実習科目は正規学生に限定されている場合があるため、事前

に履修可能かどうか確認すること。

• 履修要件が課されている科目がある（関連科目を履修済であること

など）。



留学費用

ビザ申請

航空券代金

海外保険

入学金

教材費

食費雑費

宿舎費

パスポート

予防接種 交際費

ビザの他、国民健
康保険料等を支払
う必要のある国も

11,000円と写真代

格安航空でも往復
10～20万くらいは必要

かな・・

必要な予防接種は
必ず受けてね！

協定校留学の場
合は不要

手厚いものに加
入して！

その国の
物価をよ
く調べて
おこう

折角行く
からには
色んな経
験をして
みてね

円安や物価高等の影響により、
留学にかかる費用の増加が想定されるため、

余裕をもって準備すること！



協定校留学で利用できる
奨学金

①はばたけ筑大生！

②トビタテ留学JAPAN

政府・民間

・各国政府の奨学金
（日本ではトビタテ留学JAPAN）

・民間団体が主催する奨学金

詳しくはJASSOのウェブサイトをチェック！
https://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship/

筑波大学



出国後の注意

健康管理を第一に

安全の確保と同時に、健康に留
意してください。
海外での生活は、自身が感じる
よりも負荷のかかるものです。
気持ちだけで乗り切らず、体調
をしっかり整えてください。

大学からの帰国要請

COVID-19下においては、感染
症拡大に伴い、留学中の学生に
対して、大学から帰国要請が出
ました。
筑波大生として留学する以上、
帰国要請には従うようにしてく
ださい。



危機管理
滞在先・連絡先を家族・大学・友人等へ報告しておく

現地の警察や救急、消防、病院の連絡先を確認する

現地の法令・風俗文化・宗教等を知っておく

多額の現金・貴重品は持ち歩かない

事件・事故にあった場合を想定し、シミュレーションする



帰国後の手続き

• 担当教員、連絡調整責任者、支援室へ帰国報告

• 帰国後1か月以内に履修報告書及び成績証明書を支援室へ

• 単位認定をするためには、単位認定申請書を支援室へ提出

→ 承認された場合、単位認定通知書を受領

※単位のシステムは国や大学によって異なるため、留学先の単位数がそのまま筑波

大学の単位数に互換されるわけではないことに注意。

※履修した科目のシラバスを現地で取得しておくこと。



スチューデント・コモンズ
キャンパスでの国際交流の場

• 留学経験のある学生スタッフによる留学相談
• 留学申請書類等の作成支援

＝ライティング・ヘルプデスク
• 語学・留学関連図書の貸し出し
• イベントスペースとして利用可能

9月26日（月）～
開室再開！


